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賀県在住の 2 歳 4 か月男児．在胎週数 41 週 1 日，3,514 
g，正常経腟分娩にて出生．出生後よりチアノーゼ発作







あった．様々な状況で SpO2，経皮 pCO2 持続モニタリン
グにて換気状態を評価した．睡眠時呼吸器離脱状態では



















を加え，報告する．〔症例〕37 歳，3 妊 1 産，離婚後未
婚．妊娠を自覚していたが，経済的理由で妊婦健康診査
未受診であった．妊娠 40 週 4 日，陣痛発来し，子宮収縮
が増強したため救急要請し，当院へ搬送された．来院時
に排臨しており，速やかに自然分娩となった．児は男児，




































射を導入し妊娠 27 週 3 日に退院した．妊娠 35 週 3 日よ
り血圧が上昇し産婦人科へ入院，妊娠 36 週 6 日に陣痛発
来しヘパリン Na 静注中止後 3 時間で全身麻酔下に緊急
帝王切開となった．術後ワーファリン K 内服への切り替
え中に腹腔内出血を認め緊急開腹止血術＋血種除去術を
施行，その際膀胱損傷があり泌尿器科にて修復された．
産褥の胸部造影 CT にて明らかな血栓を認めず抗凝固療
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